
 

 

 
 
様 式 Ｃ－７－１ 
 
 

平成１９年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書) 
 
 

1. 機 関 番 号 １ ４ ６ ０ ３      2. 研究機関名     奈良先端科学技術大学院大学     

                        
3. 研 究 種 目 名      基盤研究(B)    4. 研究期間      平 成１８ 年 度  ～  平 成２０年 度 
 

5. 課 題 番 号 1 8 3 5 0 0 5 5
 
6. 研 究 課 題 名   新しいオレフィン系ポリマーの精密合成を可能とする高性能チタン錯体触媒の創製  

 
7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名

2 0 3 0 4 1 6 5 
フリガナ   ノムラ ， コトヒロ 

物質創成科学研究科 准教授 
   野村，琴広 

8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。) 

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職   名

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。) 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 
     だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 
       は記載しないこと。 

 
本課題は、従来の遷移金属触媒による配位重合で達成できない新しいオレフィン系ポリマーの創製・

精密合成を指向し、高性能分子触媒の設計指針の確立とオレフィンの相対反応性の知見の確立、合成し
たポリマーの構造･特性解析を主目的としている。平成 19 年度の成果は以下の通りである。 
非架橋ハーフメタロセン型チタン錯体触媒、Cp’TiCl2(L) [Cp’ = シクロペンタジエニル配位子; L = ア

ニオン性配位子]、を用いるオレフィンと非共役ジエンとの共重合と続く化学反応により、従来の（超
高圧・高温）条件下よりも格段に温和な条件下で、しかも分子量や組成の揃った極性官能基を有するポ
リオレフィンを精密合成する手法を確立した。 
高透明性機能を有する環状オレフィン系共重合体の効率的な精密合成に有用な錯体触媒の配位子設

計に関する研究に取り組み、特に Cp’配位子やケチミド配位子上の置換基の異なるチタン錯体を合成・
同定し、エチレンとノルボルネンとの共重合における置換基の効果や使用するオレフィンへの配位子上
の置換基効果に関する有用な知見を得た。シクロペンテンとの共重合に従来触媒より極めて高活性を示
す錯体触媒の創製にも成功している。 
非架橋ハーフメタロセン型チタン錯体のアニオン性支持配位子をフェノキシイミンとした錯体を各

種合成・同定し、一部の錯体は X 線構造解析で構造決定した。C5Me5配位錯体はエチレン重合に高い触
媒活性を示し、Cp 配位錯体はスチレンの立体特異性重合に高い触媒活性を示すことが明らかになった。
助触媒を必要としない重合触媒として、Ti-Al2 核錯体の合成・同定及び構造決定に関する課題に取り

組み、Al 上の配位子効果に関する有用な知見を得た。 
                                        

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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